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チアベンダゾール（CAS no. 148-79-8） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

○ － － － － － － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

チアベンダゾールの内分泌かく乱作用に関連する報告として、試験管内試験の報告において、エ

ストロゲン作用、アロマターゼ活性阻害による抗エストロゲン作用、アンドロゲン作用を示すこと

が示唆された。 

 

(１)エストロゲン作用 

⚫ Manabe ら(2006)によって、チアベンダゾール(CAS 148-78-8、和光純薬、99%) 0.0001、0.01、

１、100、10,000μM(=0.0201、2.01、201、20,100、2,010,000μg/L)の濃度に３日間ばく露したラ

ット下垂体がん細胞 MtT/Se (エストロゲン受容体 α及び βを 3.55:1 の比で発現)による細胞増

殖試験が検討されている。その結果として、REC10値(17β-エストラジオール 0.1nM が示す活性

の 10%に相当する活性を示す濃度) 930μM(=18,700μg/L)で細胞増殖誘導が認められた。 

なお、本試験結果の解釈にあたっては、細胞増殖率の高値が統計学的有意差に達していない

点に注意を要すると判断された。 

 

(２)ステロイド代謝への影響 

⚫ Ayub と Levell (1988)によって、チアベンダゾール(Janssen Pharmaceutical、先行文献を引用) 50、

100μM(=10,060、20,100μg/L)の濃度に 15分間ばく露したヒト胎盤ミクロソームへの影響が検討

されている。その結果として、100μM(=20,100μg/L)の濃度区でアロマターゼ比活性(テストス

テロンを基質とする)、アロマターゼ比活性(アンドロステンジオンを基質とする)の微小な阻害

が認められた。 

想定される作用メカニズム：アロマターゼ活性阻害によるエストラジオール合成阻害作用 

なお、本試験結果の解釈にあたっては、統計学的な検定が示されていない点に注意を要する

と判断された。 
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（令和４年度第２回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料２－３より抜粋） 


